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はじめに

本書は、粕屋町大字内橋字登り上りに所在する内橋登り上り遺跡第 5地点について、平
成 30年度に粕屋町教育委員会が実施した民間開発に伴う発掘調査と、並行して行った国庫
補助金及び県費補助金を活用して実施した町内遺跡確認調査の成果を記録したものです。

内橋登り上り遺跡第 5地点周辺は、内橋鏡遺跡に甕棺墓群が所在し、前期前方後円墳で
ある内橋カラヤ古墳、夷守駅の可能性が高い内橋坪見遺跡が位置しています。今回の調査で
古墳時代中期の円筒埴輪が出土し、町内における古墳時代の歴史解明に寄与するものだと考
えられます。

本書が郷土の歴史に誇りを持ち、文化財に対する理解を深める上で広く活用されるととも
に、研究資料としても貢献できれば幸いです。
最後になりましたが、発掘調査に御協力いただきました関係者の方々をはじめ、近隣住民
の皆様に心から謝意を表します。
	 	 	 	 	 	 	 	 　　令和 2 年３月 31日
	 	 	 	 	 	 	 	 　　粕屋町教育委員会　
	 	 	 	 	 	 	 	 　　　教育長　西村　久朝

発行	 　粕屋町教育委員会
調査起因	 共同住宅建築工事
現地調査	 平成 30年 9月 6日〜平成 30年 12月 14日
整理調査	 令和元年 12月 1日〜令和 2年 3月 31日
使用方位	 座標北（国土座標第Ⅱ系［世界測地系］）。真北に対して 0°17′西偏。
遺物実測・製図・遺構写真・遺物写真・執筆・編集　　髙橋幸作
遺構実測　　髙橋幸作・福島日出海・朝原泰介・常盤拓生
資料整理	 上田津由美、常盤拓生、松永メイ子、水上良行、毛利須寿代、山下真美
本書に関わる遺物・記録類は、粕屋町立歴史資料館にて収蔵・管理し、公開する予定である。
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同時代の周辺の調査遺跡

内橋カラヤ遺跡・内橋鏡遺跡
　　　　　　　　　　『内橋鏡遺跡』粕屋町教育委員会 2015
　　　　　　	 『内橋鏡遺跡 2次調査・内橋カラヤ遺跡』粕屋町教育委員会 2017
　　　　　　　　　　『内橋カラヤ遺跡第 2地点・第 3地点、内橋鏡遺跡 3次調査』粕屋町教育委員会 2020
内橋坪見遺跡	 『内橋坪見遺跡概要報告書』粕屋町教育委員会 2013
　　　　　　　	 『内橋坪見遺跡 3次』粕屋町教育委員会 2015
　　　　　　　	 『内橋坪見遺跡 1次・2次』粕屋町教育委員会 2019
内橋牛切遺跡　	 『内橋牛切遺跡』粕屋町教育委員会 2013
内橋登り上り遺跡	 『内橋登り上り遺跡』粕屋町教育委員会 1994
　　　　　　　　　	 『内橋登り上り遺跡第２地点』粕屋町教育委員会 1997
　　　　　　　　　	 『内橋登り上り遺跡第３地点』粕屋町教育委員会 1997
　　　　　　　　　	 『内橋登り上り遺跡第４地点』粕屋町教育委員会 2001
　　　　　　　　　本報告『内橋登り上り遺跡第 5地点』粕屋町教育委員会 2020

阿恵官衙遺跡（国指定）『阿恵遺跡』粕屋町教育委員会 2018
古代官道　　　　　　『阿恵茶屋遺跡』粕屋町教育委員会 2020
阿恵原口遺跡　　	 『阿恵原口遺跡』粕屋町教育委員会 2004
　　　　　　　　	 『阿恵原口遺跡第２地点』粕屋町教育委員会 2010
阿恵古屋敷遺跡　	 『阿恵古屋敷遺跡』粕屋町教育委員会 1995
　　　　　　　　　　『阿恵古屋敷遺跡第 2地点』粕屋町教育委員会　近年刊行予定
阿恵天神森遺跡　	 『阿恵天神森遺跡』粕屋町教育委員会 1996
　　　　　　　　	 『阿恵天神森遺跡第２地点』粕屋町教育委員会 2016
江辻遺跡　		 『江辻遺跡第６地点』粕屋町教育委員会 2002
戸原御堂の原遺跡　	 『戸原御堂の原遺跡』粕屋町教育委員会 2000
戸原寺田遺跡　	 『戸原寺田遺跡』粕屋町教育委員会 2017
戸原堀ノ内遺跡　　　『戸原堀ノ内遺跡』福岡県教育委員会 1993
　　　　　　　　　　『戸原堀ノ内遺跡第 2地点』粕屋町教育委員会 2007
　　　　　　　　　　『戸原堀ノ内遺跡第 3地点』粕屋町教育委員会 2019
戸原伊賀遺跡　　　　『戸原伊賀遺跡第 1地点』粕屋町教育委員会 2019
　　　　　　　　　　『戸原伊賀遺跡第 2地点』粕屋町教育委員会 2019
原町平原遺跡　	 『原町平原遺跡』粕屋町教育委員会 2019

1. 経過・位置と環境
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経過・位置と環境

調査に至る経過

内橋登り上り遺跡第 5 地点の
発掘調査は、福岡県糟屋郡粕屋町
大字内橋字登り上り 284-1 にお
いて、共同住宅の建築が計画され
たことに起因する。
平成 30 年 6月 1日に、藤治三
郎氏より粕屋町教育委員会へ、埋
蔵文化財事前審査願書が提出され
た。申請地は周知の埋蔵文化財包
蔵地である内橋登り上り遺跡に含
まれている旨を回答し、平成 30
年 6月 18 日に確認調査を実施し
たところ、包含層と思われる遺構
とともに古代の遺物を検出した。
この結果をもとに協議を重ねた
が、建築工法計画の変更は難しく、
建築工事によって遺跡の破壊が免
れないため、記録保存の発掘調査
を実施した後、建築工事に着手す
ることとなった。
平成 30 年 7 月 25 日に、緊急
発掘調査に関する委託契約を藤治
三郎氏と締結し、発掘調査を実施
した。
調査期間は、平成 30 年 9 月 6
日から平成 30 年 11 月９日まで
としていたが、調査の進捗ととも
に、包含層と想定していた遺構が
溝状遺構であったこと、他にも数
多くの遺構が発見されたこと、ま

調査地周辺は弥生時代から古代にかけて連綿と歴史を追うことができる地域である。古代の駅家
である夷守駅の可能性が高い内橋坪見遺跡が所在するなど、要衝であった地域と想定される。

た雨天時に調査範囲全体が水没す
し、その後も湧水が続くなどして
調査作業が捗らず、契約期間内に
調査が終わらない見通しとなっ
た。そのため、平成 30 年 11 月
5 日に調査期間延長の変更契約
を締結し、現地調査を平成 30 年
12月14日まで行うこととなった。
調査途中、確認調査で包含層と
想定していた溝状遺構から完形に
近い円筒埴輪 1 個体が一括して
出土し、掘削している遺構が古墳
の周溝となるか確認する目的で、
国庫補助金を活用して、建築範囲
外の確認調査を行った。確認調査
は発掘調査と並行して行った。
発掘調査報告書作成に係る出土
遺物整理作業は、令和元年 12 月
1 日から令和 2年３月 31 日の期
間で行った。
出土遺物および図面・写真等の
記録類は粕屋町立歴史資料館にて
保管している。

調査体制

平成 30年度
調査主体　粕屋町教育委員会
教育長　西村久朝
社会教育課長　新宅 信久

同課文化財係主幹　西垣彰博
同課同係主事	
　　　　　髙橋 幸作（調査担当）
同課同係嘱託職員　福島 日出海
　　　　　　　　　朝原 泰介
　　　　　　　　　毛利 須寿代
同係臨時職員　上田 津由美
　　　　　　　常盤 拓生
　　　　　　　松永 メイ子
　　　　　　　山下 真美

令和元年度
調査主体　粕屋町教育委員会
教育長　西村 久朝
社会教育課長　新宅 信久
同課文化財係主幹　西垣彰博
同課同係主任主事
　　　　　髙橋 幸作（報告書担当）
同課同係嘱託職員　福島 日出海
　　　　　　　　　朝原 泰介
同係臨時職員　上田 津由美
　　　　　　　常盤 拓生　
　　　　　　　松永 メイ子
　　　　　　　水上  良行
　　　　　　　毛利 須寿代
　　　　　　　山下 真美

地理的環境

福岡県糟屋郡粕屋町は、福岡市
の東に隣接し、粕屋平野の中央に
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位置している。町域は 14.13k㎡
と狭く、大半が平坦な地形である。
粕屋平野の西は博多湾に面し、
南側は四王寺丘陵部によって福岡
平野と区分される。東側の三郡山
地を源とする３本の河川が平野を
貫流し、北から多々良川、須恵
川、宇美川の順で博多湾へ注いで
いる。平野の北側には立花丘陵部
があり、博多湾に面して周りを山
地で囲まれた小さな平野である。
平野内は東の三郡山地から舌状に
派生する低丘陵が多く伸びている
ため、平坦な地勢の割に沖積地は
河川流域に限られている。
内橋登り上り遺跡は、福岡市と
の町境に近い多々良川下流域の舌
状低丘陵上に立地している。古代
の周辺環境は、多々良川・須恵川・
宇美川の合流する河口付近が、入
江状の内海を形成していたと想定
されている。遺跡はこの内海に

近く、博多湾と 3 本の河川を利
用した海上・河川交通の集中する
場所にあたる。また、博多湾に面
する平野部の北端でもあり、これ
より北方は立花山丘陵部が平野を
遮っている。

歴史的環境

粕屋町周辺は、博多湾東岸に位
置するという立地環境もあり、早
くから大陸・朝鮮半島との交流が
認められる地域である。多々良川
流域には、松菊里型住居で構成さ
れた渡来系稲作集落である江辻遺
跡が弥生時代早期に登場する。
弥生時代中期には青銅器生産が
知られる地域でもあり、多々良川
対岸の土井遺跡群（福岡市）、多々
良大牟田遺跡群（福岡市）では青

銅器鋳型が出土している。粕屋町
域でも、内橋坪見遺跡と内橋登り
上り遺跡で青銅製鋤先が、戸原鹿
田遺跡で銅鏃、内橋カラヤ遺跡で
青銅製の筒状遺物が出土してお
り、青銅器生産を基盤とした集落
展開の様相が明らかになりつつあ
る。また、弥生時代中期の甕棺墓
群が内橋鏡遺跡や新大間池遺跡、
戸原堀ノ内遺跡、辻畑遺跡などで
発見されている。その後、弥生時
代後期の石蓋土坑墓、木棺墓など
が内橋登り上り遺跡で、弥生時代
終末期の方形周溝墓が内橋カラヤ
遺跡で発見される。
このような地域的まとまりを背
景に、古墳時代になると多々良川
流域に前期前方後円墳である戸原
王塚古墳、内橋カラヤ古墳、名島
古墳（福岡市）が築造される。そ
の後、中期には首長系譜が途切
れるが、本遺跡では古墳時代中期

第1図　内橋登り上り遺跡第5地点周辺の遺跡分布図（1/25,000）

1．  内橋登り上り遺跡
2．  内橋坪見遺跡
3．  内橋牛切遺跡
4．  戸原鹿田遺跡
5．  内橋カラヤ遺跡
6．  内橋鏡遺跡
7．  内橋柚ノ木遺跡
8．  阿恵官衙遺跡（国指定）
9．  阿恵茶屋遺跡
10．鶴見塚古墳
11．阿恵原口遺跡
12．阿恵天神森遺跡
13．阿恵古屋敷遺跡
14．仲原中尾遺跡
15．長者の屋敷跡推定地
16．原町平原遺跡
17．戸原寺田遺跡
18．戸原御堂の原遺跡
19．戸原伊賀遺跡
20．江辻遺跡第 6 地点
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と想定される円筒埴輪が出土し
た。共伴遺物が 6 世紀後半の遺
物であり、後世になっての搬入品
と考えられるが、注目される。後
期になると推定全長 75mほどの
前方後円墳である鶴見塚古墳が須
恵川流域に築造される。現況は宅
地化が進んで半壊状態であるもの
の、近世地誌『筑前国続風土記拾
遺』に江戸時代当時の鶴見塚古墳
の状況が詳細な計測値とともに記
されており、周溝を含めた全長約
86m、後円部南側に横穴式石室
が開口して内部に石屋形が安置さ
れていることをはじめ、墳丘形態・
石室規模なども克明に読み取れ
る。これは那津官家の管掌者の墓
といわれる東光寺剣塚古墳（福岡
市）と同規模・同主体部であり、『日
本書紀』継体 22 年の糟屋屯倉と
の関連が示唆される。
本遺跡の東 1.3㎞に位置する戸

原寺田遺跡では、６世紀後半から
７世紀前半の遺物が出土する幅
7.7mの断面台形の溝があり、紡
いだ糸を巻き取る桛

かせ

の腕木が出土
している。その他にも、手工業に
関わる鍛冶関連遺構、祭祀遺構を
検出している。さらに、隣接する
戸原御堂の原遺跡では同時期の倉
庫群も確認していることから、大
規模な区画溝を有し、周囲に倉を
ともなった手工業工人を抱えた居
宅と考えられる。また、遺跡名の
「寺田」にも関わる東円寺（現伊
賀薬師堂）が隣接し、瓦散布は確
認されていないものの、古い寺院
が存在した可能性も考えられる。
このような居宅関連遺構は、官衙
成立以前における豪族支配体制の
一端を示すものとして注目される。
粕屋町は、古代において筑前国
糟屋郡に属し、本遺跡の南１㎞に
位置する阿恵官衙遺跡で糟屋郡衙

が発見されている。
阿恵官衙遺跡は、7世紀後半か
ら８世紀後半にかけて、政庁と正
倉という地方官衙の主要施設の
全体像を捉えながら、評衙の出現
から郡衙の最盛期に至るまで地方
官衙の変遷を追うことができる国
内でも稀な遺跡である。さらに、
698 年の京都妙心寺梵鐘銘「糟屋
評造舂米連廣國」により糟屋評の
長官の人物名が判明している。ま
さに阿恵官衙遺跡の政庁において
「舂米連廣國」という人物が評造
として政務をおこなっていたこと
が特定された。文字資料により評
の長官名が判明していて、なおか
つ発掘調査によって評衙の場所が
明らかにされたのは、我が国で阿
恵官衙遺跡が唯一であり、その歴
史的価値は極めて重要である。
８世紀前半に阿恵官衙遺跡の政
庁が移転した後（正倉は 8世紀後
半まで残る）、郡衙の移転先はいく
つか候補地がある。谷を隔てた北
側の微高地上にある阿恵原口遺跡
は、阿恵官衙遺跡の政庁と同じ方
位の官衙建物が直交に配置されて
いる。周辺にも官衙建物が展開し
ている可能性がある。また、阿官
衙遺跡の東方約 0.9㎞の地点に１
町四方の区画があり、『筑前国続
風土記拾遺』では「長者の屋敷跡」
と記されている。遺構は確認でき
ていないが、区画の方位が阿恵官
衙遺跡の政庁と同じであり、有力
な候補地の一つである。さらに、
「長者の屋敷跡」の南約 100mに
ある原町平原遺跡では、大規模な
柱穴をもつ大型の建物跡が発見さ
れている。建物の主軸方位が正方
位を向き、阿恵官衙遺跡の正倉群
と同じであることから、８世紀後
半の郡衙関連施設である可能性が
高い。
官衙と古代道路の関係をみる

第2図　内橋登り上り遺跡周辺図（1947年米軍撮影の航空写真）

内橋登り上り遺跡
第 5地点

内橋坪見遺跡

阿恵官衙遺跡 鶴見塚古墳

内橋牛切遺跡内橋柚ノ木遺跡

内橋鏡遺跡

内橋カラヤ遺跡
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と、阿恵官衙遺跡は駅路と伝路が
交差する衢

ちまた

に立地することが明ら
かになった。この駅路は大宰府と
都を結ぶ大路であり、中央政権が
最も重視した古代道路である。こ
の駅路沿いに内橋坪見遺跡が位置
する。
内橋坪見遺跡は、大宰府式鬼瓦、
赤色顔料が付着した隅切軒平瓦な
ど多量の瓦が出土し、大型の建物
群と囲繞施設を伴うことから、駅
家（夷

ひなもり

守駅）の可能性が高いと考
えられる。
その夷守駅が置かれた駅路の近
く、多々良川に隣接した低地に
多々良込田遺跡がある。掘立柱建

物群と多くの舶載品や、役人の存
在を示す石帯などが出土してい
る。立地環境と多様な出土品を考
えると港湾施設とみるのが妥当で
あろう。しかも大宰府式鬼瓦が出
土していることから、郡津レベル
ではなく、大宰府の影響が強い港
と思われる。
また、多々良込田遺跡から博多
湾に出ると、その対岸に、大宰府
の主厨司が管轄する津厨に比定さ
れる海の中道遺跡がある。
一方、多々良川中流域に目を転
じると、８世紀後半の倉庫群を含
む掘立柱建物群や、白磁大皿、褐
彩釉水注などの官衙級の輸入陶磁

器、「加麻又郡」のヘラ書き須恵
器等が出土した江辻遺跡第６地点
がある。何らかの公権力の統制下
に置かれた官衙関連遺跡である
が、建物群の規模からみて、郡衙
の末端施設と考えられる。
また、乙犬丘陵から派生した低
丘陵上に、８世紀後半〜末の創建
とされる駕輿丁廃寺がある。伽藍
配置等の遺構は不明であるが、塔
心礎が出土しているため寺院跡で
あることは間違いない。
粕屋町周辺は、官道、夷守駅、
港、郡衙、寺院などがあり、古代
史を考えるうえで鍵となる重要な
要素をもつ地域となっている。

内橋登り上り遺跡
第 1地点

内橋登り上り遺跡
第 4地点

内橋登り上り遺跡
第 2地点

内橋登り上り遺跡
第 3地点

内橋登り上り遺跡
第 5地点
（本報告）

第3図　内橋登り上り遺跡調査現場（1/1,000）

50m0
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第4図　内橋登り上り遺跡周辺図（1/2,500）
100m0

内橋牛切遺跡

内橋坪見遺跡２次

内橋坪見遺跡３次

内橋坪見遺跡１次

内橋登り上り遺跡第2地点

推定駅路

内橋鏡遺跡２次

内橋鏡遺跡1次

内橋カラヤ遺跡第１地点

内橋登り上り遺跡第1地点

内橋登り上り遺跡第3地点

内橋登り上り遺跡第4地点

内橋カラヤ遺跡第2地点

内橋カラヤ遺跡第3地点

内橋鏡遺跡3次

内橋登り上り遺跡第5地点
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調査成果
調査では、掘立柱建物 1棟、溝状遺構 2条、土坑 11基を確認した。特筆すべきは状態の良い古
墳時代中期の円筒埴輪の検出である。しかしながら、古墳時代後期の遺物と共伴しており、後世
になっての搬入品と考えられる。

遺跡の概要

本調査地から東側の丘陵に内橋
登り上り遺跡第 1 地点〜第 4 地
点が所在する。本調査地は過去の
調査地より標高約 2m低所に所在
する。そのため、調査地南東側は
確たる遺構はなく、大きく削平を
受けていると考えられる。
今回の調査では、5世紀後半と
考えられる円筒埴輪が溝状遺構か
ら出土し、6世紀後半の遺物と共
伴する。円筒埴輪は残りがよく、
流入は考え難く、意図的に外部か
ら搬入された可能性がある。また、
古墳時代前期の高杯で井戸封じが
行われた井戸を検出し、上層では
円筒埴輪片と 6 世紀後半の須恵
器が共伴する。

掘立柱建物（第 5 図、第 6 図）

調査地の北西側で検出した。主
軸方位は N−85.4°−W であり、
正方位とは 4.6° ずれるが、ほぼ
東西棟の掘立柱建物となる。建物
規模は桁行 3 間以上、梁行 1 間
であり、調査区外へと延びる。後
述する第１号溝状遺構の範囲確認
のため、調査範囲を広げた際に確
認しており、第 1 号溝状遺構の
下から検出した。P1、P4、P5 の
み掘削している。柱痕は確認でき
なかった。遺物は細片のために図
示し得ない。

溝状遺構

第１号溝状遺構（第5図）

調査時は包含層と捉え調査を
行っていたが、第 2 号溝状遺構
が流れ込む状況や、出土遺物が小
片ばかりではなく、残存状況の良
い遺物が多く、マメツが少ないこ
となどから、溝状遺構として報告
する。
調査地の北東側で確認した幅
12m以上の大溝で、掘方は緩や
かに立ち上がる。底部は均一では
なく、凸凹な形状となる。また、
西側上端の掘方ラインは直線的で
南北方向に走るが、東側の上端は
直線的ではなく、波状となる。

調査途中、溝状遺構から円筒埴
輪が出土し、古墳の周溝である可
能性が出てきたため、確認調査の
目的で調査範囲拡張を行った（第
３号土坑より北西側、第 11 号土
坑より北西側、トレンチ 1〜 5、
詳細は後述）。その結果、第１号
溝状遺構は第３号土坑より北西側
の拡張部とトレンチ 2 で終焉を
捉え、古墳を巡るような要素がな
かったため、古墳の周溝ではない
ことが判明した。円筒埴輪は後述
する井戸でも出土している。

第１号溝状遺構上層出土遺物
（第7図、第 8図）

第１号溝状遺構出土遺物は上
層、中層、下層に分けて報告する。

１〜 27は須恵器。1〜 7は杯
蓋。１は復元口径 13.2cm、高さ
5.3cm、つまみ復元径 3.6cm。
天井部はカキメが施される。色調
は外面が暗赤灰色（7.5R3/1）、
内面が赤灰色（7.5R6/1）、断面
はにぶい赤橙色（10R6/3）を呈
す。２は残高 2.3cm、つまみ径
2.3cm。３は復元口径 13.4cm、
高さ 3.8cm。４は口径 12.8cm、
高 さ 3.9cm。 ５ は 復 元 口 径
11.0cm、高さ 3.2cm。外天井部
にヘラ記号が施される。６は口径
9.8cm、高さ 3.3cm。ヘラケズ
リはなく、外天井部にヘラ記号が
施される。７は復元口径8.6cm、
高さ 2.8cm、受け部径 10.6cm。
口縁部にかえりがつく。８〜 13第１号溝状遺構、第２号溝状遺構合流部



9

調
査
成
果

Y

＝-50090

Y

＝-50080

Y

＝-50100

Y

＝-50110

Y

＝-50090

Y

＝-50080

Y

＝-50100

Y

＝-50110

X＝68990

X＝69000

X＝68970

X＝68980

X＝69010

X＝68990

X＝69000

X＝68970

X＝68980

α
’

α

第5図　内橋登り上り遺跡第5地点全体図（1/300）

10m0

掘立柱建物

第１号溝状遺構
第２号溝状遺構

第３号土坑

第 10 号土坑

第４号土坑

井戸

第９号土坑

カマド状遺構

トレンチ 1

トレンチ 2

トレンチ 3 トレンチ 4

トレンチ 5

第７号土坑

第 11 号土坑
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未掘 未掘

7.6m 7.6m

未調査 未掘
未掘

7.6m 7.6m

7.6m 7.6m

Y

＝-50098

Y

＝-50102

X＝69002

X＝69004

Y

＝-50100

第6図　掘立柱建物平面図、断面図（1/40）
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P5 P7P6
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は杯身。８は口径 12.2cm、高
さ 4.2cm、受け部径 14.8cm。９
は口径 12.2cm、高さ 4.0cm、
受け部径 14.4cm。10は復元口
径 10.8cm、高さ 3.0cm、受け
部径 12.6cm。外底部にヘラ記
号が施される。11は復元口径
12.0cm、残高 3.6cm、口縁端部
に打ち欠いたような痕跡が残る。
12 は復元口径 11.8cm、残高
4.3cm、復元受け部径 13.6cm。
ヘラケズリの痕跡は見られな
い。13は復元口径 9.8cm、残高
3.3cm、受け部径 11.8cm。ヘラ
ケズリの痕跡は見られない。14
〜 16は高台付き杯身。14は復
元高台径 11.2cm、残高 2.9cm。
高台は高く、外への踏ん張りが強
い。15は高台径 11.8cm、残高
3.2cm。高台は低くなる。16は
復元高台径 12.0cm、残高 1.3cm。
高台は立ち上がり部よりも内側
に付けられる。17〜 19は椀。
17 は 復 元 口 径 9.8cm、 高 さ
3.9cm。外底部にヘラ記号が施さ
れる。18は復元口径 7.8cm、残
高 3.5cm。底部から体部へと立
ち上がり部が膨らみ、その後真っ
直ぐに立ち上がる。底部はナデ
か。19は復元口径 11.8cm、残
高 3.1cm。体部中央に凹み部が
あり、その上部、下部に波状文が
施される。口縁端部は外から内へ
と内傾する。20は高杯か。残高
4.5cm。丸く膨らみながら立ち上
がる。下部には脚がついていたよ
うな段差が残る。上部と下部にそ
れぞれカキメが施される。断面の
色調はにぶい赤褐色（7.5YR5/3）。
21、22は高杯。21は復元底径
10.4cm、残高 5.5cm。脚部は強
く踏ん張り、脚端部は凹線状とな
る。22は残高 2.2cm。23は甕。
残高 4.6cm。外面に波状文が施
される。24は壺。残高 3.4cm。

内面に三日月状の記号が施され
る。25は平瓶。残高 11.5cm。
体部下部から肩部にかけてカキ
メ、その後 2 条の沈線が施され
る。沈線の間に斜線文が刻まれる。
26は甕。復元口径 19.8cm、残
高 10.6cm。外面は体部にカキ
メを巡らせ、内面は体部に同心
円文の当て具痕が残る。27は擂
鉢。天井部復元径 4.2cm、残高
4.5cm。天井部は丸みを帯びてお
り、外側へと緩やかに傾斜する。
端部はくの字状を描き、内側へと
入り込み、下方へと伸びる。下部
は焼成時の色調と思われる灰色
（N4/0）を呈すが、天井部は表面
が剥離し、灰白色（N8/0）であ
る。28は平底の鉢。土師器か。
復元底径 7.6cm、残高 3.0cm。
外面はマメツし、砂粒が表出する
が、火を受け続けたためか明赤褐
色（5YR5/8）を呈し、内面は黒
色で、ナデ調整。29は土師器の
甑。残高9.8cm。紙幅の関係上、
未掲載だが、甑の把手部は他にも
多く出土している。30、31は土
錘。30は残長 8.1cm、幅 1.8cm。
31 は 長 7.2cm、 幅 2.0cm。32
〜 39は赤焼土器。32〜 38は甕。
32 は復元口径 29.4cm、残高
10.6cm。内外ともにマメツ。33
は復元口径 20.4cm、残高 9.4cm。
外面は口縁部が横ナデ、体部が
縦ハケ後タタキ、内面は口縁部
が横ナデ、体部が縦ハケ。34は
口径 19.6cm、残高 11.6cm。外
面は口縁部が横ナデ、体部が縦
ハケ後タタキ、内面は口縁部が
横ナデ、体部が縦ハケ。35は復
元口径 16.0cm、残高 8.3cm。外
面は口縁部が横ナデ、体部がタ
タキ、内面は口縁部が横ナデ、
体部がハケ状の工具でけずった
ような痕跡が残る。36は復元口
径 12.4cm、残高 2.9cm。外面は

マメツ、内面は横ナデ。37は復
元口径 14.6cm、残高 5.0cm。外
面は口縁部が横ナデ、体部が暗文
状に施されたタタキ痕、内面はマ
メツ。38は復元口径 16.0cm、
残高 8.3cm。外面は口縁部が横
ナデ、体部がタタキ、内面は口縁
部は横ナデ、体部はマメツ。39
は壺。復元口径 13.2cm、残高
10.3cm。外面は口縁部が横ナデ、
体部がタタキ、内面はマメツであ
る。

第１号溝状遺構中層出土遺物
（第9図）

40〜 48は須恵器。40〜 42
は杯蓋。40は口径 9.0cm、高さ
4.0cm、受け部径 10.9cm。ヘラ
ケズリの痕跡は見られない。外
天井部にヘラ記号が施される。
41は残高 3.7cm。42はつまみ
部のみ残る。つまみ径 2.2cm、
残高 2.1cm。43〜 44は杯身。
43は残高 3.2cm。44は復元口
径 9.8cm、高さ 3.2cm、復元受
け部径 12.4cm。回転ヘラケズリ
は施されない。45は高台付きの
杯身。残高1.7cm。46は高杯か。
復元口径 15.0cm、残高 2.7cm、
復元受け部径 17.4cm。47、48
は甕。47 は残高 4.3cm。48 は
復元口径 24.4cm、残高 7.4cm。
器面は荒れており、随所に焼成時
に胎土中の空気が膨張したと思わ
れる痕跡が残る。内面体部に同
心円文の当て具痕が残る。49は
円筒埴輪。底径 19.8cm、復元口
径 31.2cm、高さ 44.0cm。この
埴輪は破片がまとまって出土が
見られた（P29 図版下）。口縁端
部は緩やかに外反し、口縁端部
外面に緩やかな稜ができる。3条
の突帯を有し、いずれも断面形
状はM字型。突帯により 4区画
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第7図　第1号溝状遺構上層出土遺物実測図（1/4）
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に分割され、底部から 8.2cm 〜
9.0cm、9.5cm〜 10.2cm、9.3cm
〜 9.5cm、10.5cm 〜 10.7cm。
真ん中の 2 区画にスカシ孔が掘
られ、上下で約 90° ずつズレる。
スカシ孔は 6.5cm 〜 7.3cm。外
面はそれぞれの区画に縦ハケ後、
突帯が接合される。内面はナデ
だが、底部に強い指オサエの痕
跡が残る。50は土師器の甕。口

径 18.1cm、残高 7.5cm。外面は
口縁部が横ナデ、体部が縦ハケ、
内面は口縁部が横ナデ、体部がヘ
ラケズリ。51〜 55は赤焼土器
の甕。51は復元口径 14.6cm、
残高 6.5cm。外面は口縁部が横
ナデ、体部がタタキ、内面はマメ
ツ。52は復元口径 18.2cm、残
高 7.4cm。外面は口縁部が横ナ
デ、体部がタタキ、内面はマメ

ツ。53は復元口径 20.0cm、残
高 8.0cm。外面は口縁部が横ナ
デ、体部がタタキ、内面はマメ
ツ。54は復元口径 25.0cm、残
高 9.9cm。外面は口縁部が横ナ
デ、体部がタタキ、内面はマメツ。
55は残高 19.7cm、体部最大径
27.6cm。内外面ともにタタキを
施す。

第8図　第 1号溝状遺構上層出土遺物実測図（1/4、30・31：1/2）
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第9図　第１号溝状遺構中層出土遺物実測図（1/4、49：1/5）
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第１号溝状遺構下層出土遺物
（第10図）

56 〜 64 は 須 恵 器。56、
57 は 杯 蓋。56 は 復 元 口 径
13.6cm、残高 3.4cm。57 は復
元口径 13.2cm。残高 3.7cm。
58〜 59は杯身。58は復元口径
11.4cm、高さ 3.1cm、受け部径
13.6cm。59は口径 16.8cm、高
さ 4.0cm、受け部径 14.4cm。色
調は内外面ともに灰白色（N8/0）。
焼成不良のようで、表面も脆く、
軟質。60、61は椀。60は口径

9.6cm、高さ 3.9cm。61は復元
口径 5.2cm、高さ 3.5cm。62、
63は高杯。62は口径 11.4cm、
高さ 4.9cm、受け部径 14.0cm。
外面は回転ナデ後カキメ。脚は
カキメの後に付けられる。63は
復元口径 12.0cm、残高 3.1cm、
受け部径 13.6cm。64は𤭯。復
元口径 12.6cm、残高 3.3cm。
65、66は土師器。65は甑。残
高 9.6cm。把手の一部にハケメ
が見られる。66は高杯。復元底
径 9.4cm、残高 5.4cm。杯部と
脚部は、杯部に脚部を差して整形

する技法で製作されたと考えられ
る。脚部外面はヘラミガキ、内
面はマメツ。67は円筒埴輪。残
高 5.0cm。突帯の形状は台形。
突帯外部上面は縦ハケ、突帯部
は横ナデ、内面にもハケの痕跡
が一部見られる。下部はスカシ
孔と思われる。68〜 70は赤焼
土器。68は杯身（片椀）。復元口
径 22.0cm、残高 7.9cm 外面は
体部中央から下部にかけてカキ
メのような沈線が巡る。内面は
赤色顔料と思われる朱色が一部
残り、ヘラミガキ。69は復元口

10㎝0

第10図　第１号溝状遺構下層出土遺物実測図（1/4、71：1/2)

（1/4）

61

60

59

58

57

56

67

66

65

64

63

62

5㎝0 （1/2）

68

71

69

70



内
橋
登
り
上
り
遺
跡
第
5
地
点

16

径 21.4cm、残高 10.4cm。外面
は口縁部が横ナデ、体部が縦ハケ
後タタキ。内面は口縁部が横ナ
デ、体部が縦ハケ。70は復元口
径 14.0cm、残高 9.3cm。外面は
口縁部が横ナデ、体部はマメツ、
内面は口縁部が横ナデ、体部はヘ
ラケズリのような痕跡が残る。
71は紡錘車。滑石製で径 3.7cm
〜 3.9cm、厚 1.4cmを測る。

第２号溝状遺構（第11図）

7.9m

1

2 3
4

5
6

7.6m

5
6

7.6m

4

5

6

7.6m

4
5

6

7.5m

4 5
7

Y

＝-50095

X＝68994

Y

＝-50090

D’

C’

C

D

B
B’

A’

A

E
E’

A - A'

B - B'
E - E'

D - D' C - C'

第11図　第 2号溝状遺構平面図（1/50）、土層図（1/30）

10㎝0

第12図　第2号溝状遺構出土遺物（1/4）

１．表土
２．床土
３．マンガン層
４．黒褐色粘質土（2.5Y3/2）に黄褐色土（10YR5/8）や炭化物
を斑状に含む
５．灰黄褐色粘質土（10YR4/2）に黄褐色土（10YR5/8）がブロッ
ク状に混じる

６．暗褐色粘質土（10YR3/4）に黄褐色土（10YR5/8）が小ブロック
状に混じる
７．褐色粘質土（10YR4/4）に灰黄褐色土（10YR5/2）が小ブロック
状に混じる
地山．黄褐色粘質土（10YR5/8）に灰黄褐色粘質土（10YR5/2）が少
量混じる

72

73

75

74

1m0

1m0

（1/50）

（1/30）

第 2 号溝状遺構

井戸
第 7 号土坑
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B’

B

A

A’

X＝68992Y

＝-50100

X＝68990

調査地の中央西側で検出。長約
7.9m、幅約 30cm 〜 40cm で東
側の調査区外から始まり、第１号
溝状遺構に流れ込む。深さは東側
が約 24cm（A-A'）、中央部が深
くなり約 40cm（C-C'）、その後
高まりができ、南側が約 10cm、
北側が約 21cm と 2 段構造にな
る（E−E'）。

第２号溝状遺構出土遺物
（第12図）

72〜 74は須恵器の杯蓋。72
はつまみ径 3.4cm、残高 3.8cm。
外面は褐灰色（10YR5/1）、内面
はにぶい黄橙色（10YR6/3）。外
面は回転ナデ後カキメ。調整の後
につまみを付けるが、接合部は接

第13図　カマド状遺構平面図、土層図（1/30）

3

1 2

4 5

7.4m 7.4m
2
3
4

7.4m 7.4m

1．褐灰色粘土（10YR4/1）ににぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）が
混じる
2．黒褐色土（2.5Y2/1）に明赤褐色土（5YR5/8）が混じる
3．褐灰色粘土（10YR4/1）に黒褐色粘質土（7.5YR3/2）が混じる

4．褐灰色粘土（5YR4/1）に褐灰色粘質土（10YR5/1）が混じる
5．地山　黄褐色粘質土（10YR5/8）に灰黄褐色粘質土（10YR5/2）
が少量混じる

10㎝0

第14図　カマド状遺構出土遺物（1/4）

76

78
77

A - A' B - B'
1m0

第 10 号土坑

カマド状遺構
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合痕が丁寧に仕上げられる。73
は復元口径 12.4cm、残高 3.8cm。
外天井部にヘラ記号が施される。
74 は復元口径 13.0cm、残高
3.8cm。75は赤焼土器の甑。残
高 12.7cm。外面はタタキが施さ
れ、その後把手部が付けられる。

カマド状遺構（第 13 図）

調査地の中央より北西側で、第
１号溝状遺構の中層で検出した。
表土剥ぎ直後の段階で焼土が分布
しており、滑石製の石や複数の
土器が周辺に散布している状況
（P31 図版左上）などから、住居
の可能性を想定し、調査を行った。
しかしながら、住居のプランを検
出できなかったため、断割を行っ
たところ（P31 図版右上 - 下）、
わずかに立ち上がりが検出できた
ため、一帯をその面まで掘り下
げて遺構の輪郭を捉えることが
できた。その結果、長 75cm、幅
60cmの隅丸方形の遺構を検出し
た。掘り下げた段階で、76の土
器の出土が見られた（P31 図版
左下）。住居等のプランなどを上
面で確認することはできなかった
が、炭や焼土が混入しており、土
器が据えられていたと思われる痕
跡も確認しており、祭祀遺構の可
能性も指摘しておく。
この他にも、本調査地では焼土
や炭が散布する状況であったが、
不明瞭なため、プランや範囲を捉
えることができず、掘削する中で
消失してしまった遺構もある。

カマド状遺構出土遺物（第14図）

76は赤焼土器の甕。復元口径
20.0cm、残高 26.5cm。頸部か

ら体部は大きく膨らまず、緩やか
に広がる。口縁部と頸部直下は、
にぶい橙色（7.5YR7/3）を呈すが、
体部は褐灰色（7.5YR4/1）を呈
し、焼成を受けた痕跡が残る。内
外面ともに口縁部は横ナデ、外面
体部はタタキ、内面体部はハケメ。
他の出土遺物と比べても、器壁は
厚く、粗雑な作りとなっている。
77は須恵器の杯蓋。復元底径
16.2cm、残高 1.1cm。色調は内
外面とももに灰白色（N8/0）を
呈すが、硬質。78は須恵器の杯身。
復元口径 14.0cm、残高 3.0cm、
復元受け部径 14.0cm。色調は内
外面ともに灰白色（N8/0）を呈
すが硬質である。

井戸（第 15 図）

調査区の中央で検出。第１号溝
状遺構、第 7号土坑に切られる。
調査当初は土坑として掘削し、
図面作成を行ったが、遺物を取り
上げ後も、下に遺構が続いている
ことが判明した（P33 図版左上）。
さらに掘削を進めると、残存状況
が良好な完形である土師器の高
杯（79、80）が出土したため、
その箇所から再度半截を行った。
50cm程掘り下げたが、掘削範囲
が狭小であったため、これ以上の
調査は進められず、図面の一部
が欠落している。5層より下層は
79、80のみの出土である。
本遺構は径 1.9mの掘方をもつ
円形の井戸である。79、80がほ
ぼ完形で出土が見られ、井戸を使
わなくなった際は井戸封じの儀式
が行われたと推測さできる。
上層である 5 層以上の土坑状
の箇所では、81や 82などの円
筒埴輪とともに 6 世紀後半の須

恵器が共伴して出土する（83〜
85）。

井戸出土遺物（第16図）

79、80は土師器の高杯。79
は口径 14.7cm、高さ 9.2cm、底
径 10.9cm。杯底部は屈曲して緩
やかに立ち上がりながら外反す
る。杯部上半と下半の間に緩やか
な稜ができる。脚部は短く、裾部
で広がる際に屈曲し、外面に緩
やかな稜をもち、内面は強い綾と
なる。杯部と脚部が分かれて出
土しており、杯の底部に丸く穴が
開いた状態で出土した。そのた
め、杯部に脚部を接合する充填法
ではなく、杯部に脚部を挿して
整形する技法で製作されたと考
えられる。脚部内面はヘラケズ
リが施され、その他はマメツして
おり不明。80は口径 14.3cm、
高さ 9.5cm、高さ 9.5cm。完形
で出土。杯底部は屈曲して緩やか
に立ち上がりながら外反する。脚
部は短く、裾部で広がる際に屈曲
し、緩やかな稜をもち、内面は強
い稜をもつ。杯部と脚部の接合は
完形での出土のため不明。杯内面
には暗文が施される。脚部外面は
ヘラミガキ、内面はヘラケズリ。
81、82は円筒埴輪。81は復元
底径 18.4cm、残高 19.8cm。突
帯が 1 条つく。突帯の形状は台
形、太さは均一ではない。底部か
ら突帯までの長さは約 9.0cm 〜
約 10.5cm。突帯下部の区画は一
部縦ハケのような痕跡が残るが、
板状工具で突帯下部から、縦に調
整した痕跡、底部直上で横に調
整した痕跡が残る。突帯上部は
縦ハケ。内面はマメツ。82は残
高 10.4cm。突帯が 1条つく。突
帯の形状は台形。突帯上部にはス
カシ孔が確認される。突帯の上区
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Y

＝-50094

Y

＝-50096

X＝68992

X＝68990

A’

A

7.5m 7.5m

1 2234

5

5

6

7
8
910 10

1．暗灰黄色粘質土（2.5Y5/4）に暗オリーブ褐色土（2.5Y3/3）
が粒状に混じる
2．にぶい褐色粘質土（7.5YR5/3）に灰黄褐色粘質土（10YR6/2）
と明黄褐色粘質土（10YR7/6）がブロック状に混じる
3．灰色粘質土（N4/0）に橙色粘質土（7.5YR6/8）がブロック状
に混じる
4．褐灰色粘質土（10YR6/1）と明黄褐色粘質土（10YR6/6）、に
ぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）の混合土
5．にぶい黄褐色粘質土（10YR5/4）に橙色粘質土（7.5YR6/6）
がブロック状に混じる
6．黄褐色粘質土（10YR5/6）ににぶい黄褐色粘土（10YR5/3）
が混じる
7．にぶい黄褐色粘質土（10YR5/4）に砂が混じる　しまりがなく軟
質
8．黄褐色粘質土（10YR5/6）と灰黄褐色粘質土（10YR6/2）の
混合土
9．暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）に黄褐色粘質土（10YR5/6）と褐
灰色粘土（7.5YR4/1）が混じる
10．にぶい黄褐色粘質土（10YR5/4）に黄褐色土（10YR5/8）と
黄灰色土（2.5Y5/1）が混じる　炭化物を含む

A - A'

第15図　井戸平面図、土層図（1/30）

1m0

第 7 号土坑

井戸

第 2 号溝状遺構

第 1 号溝状遺構
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7.4m 7.4m

1

2
3

4
5
6

7
8

Y

＝-50096

Y

＝-50097

X＝69000

A

A’

10㎝0

第16図　井戸出土遺物（1/4）

1．明赤褐色粘質土（5YR5/6）炭が混じる
2．にぶい赤褐色粘質土（5YR5/4）炭が混
じる
3．にぶい赤褐色粘質土（5YR5/4）
　  炭がわずかに混じる
4．明赤褐色粘質土（5YR5/4）
5．にぶい黄褐色粘質土（10YR5/4）
6．にぶい黄褐色粘質土（10YR5/4）
　  炭がわずかに混じる
7．褐色粘質土（10YR4/6）に黄褐色粘質土

（10YR5/6）が混じる
8．褐色粘質土（10YR4/6）

第17図　第3号土坑平面図、土層図（1/30）

79

83

82

81

80

85

84

A - A'

1m0
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画、下区画ともに縦ハケ。、内面
はマメツ。83は須恵器の杯蓋。
復元口径 12.8cm、高さ 4.3cm。
外面天井部にヘラ記号が施され
る。84、85は須恵器の杯身。84
は残高 2.0cm。85 は復元口径
12.2cm、残高 3.5cmを測る。

土坑

第３号土坑（第17図）

調査地の北東で検出。南北
約 1.1m、東西約 1.3m、深さ約
60cmの土坑。南側に 1段テラス
を設ける。中には滑石や礫が多く
混入する。

第３号土坑出土遺物（第18図）

86、87ともに土錘。86は残
長 6.0cm、 幅 2.0cm。87 は 長
6.1cm、幅 2.0cmを測る。

第４号土坑（第19図）

調査区の中央、西側で検出し
た土坑。第 10 号土坑を切ってい
る。南北約 4m、東西 2.5m以上、
深さ約 30cm を測る。調査区外
の南西へと延びるが、トレンチ 5
で第４号土坑と同様の埋土（第
27 図−30 層）を検出し、位置も
齟齬がないことから、トレンチ 5
よりも西側へと延びると考えられ
る。また、土坑の南で馬の骨と
思われる動物依存体を検出した
（P34 図版下）。出土した要因は
不明だが、本遺跡の北東約 250m
の地点には古代の駅家である夷守
駅の可能性が高い内橋坪見遺跡が
所在しており、何らかの関係性が
推察されるが、本遺構の時期が確

Y

＝-50094

Y

＝-50098

X＝68986

A

A’

7.4m 7.4m
1

2 3
4

5 5 第 10号土坑

第18図　第 3号土坑出土遺物（1/2）

5㎝086 87

第19図　第４号土坑平面図、土層図（1/50）

1．灰褐色粘質土（7.5YR6/2）
2．にぶい褐色粘質土（7.5YR6/3）
3．灰褐色粘質土（7.5YR6/2）

4．褐灰色粘質土（7.5YR5/1）明黄褐色粘質土
（10YR7/6）をブロック状に含む　馬歯出土
5．黄橙色粘質土（10YR8/6）灰色粘質土（N6/0）
をブロック状に含む

A - A'

1m0

第 4 号土坑

第 10 号土坑



内
橋
登
り
上
り
遺
跡
第
5
地
点

22

定しておらず、推測にとどまる。
出土遺物は細片であり、図示し得
ない。

第７号土坑（第20図）

調査地の中央で検出。南北約
2.3m、東西約 1.6m 以上を測る
隅丸方形の土坑。井戸を切ってい
る。立ち上がりは緩やかであり、
人為的ではない可能性がある。出
土遺物は細片であり、図示し得な
い。

第9号土坑（第21図）

調査地の中央、西側で検出。南
北 1.7m、東西 1.4m 以上を測る
楕円形の土坑。炭を多く含んでい

Y

＝-50096

X＝68992

X＝68990

A

A’

7.5m 7.5m

3
1

2
Y

＝-50098

X＝68992

X＝68991

A

A’

7.4m 7.4m

1 2
3

4 5
6

7

8

9

1．暗褐色粘質土（10YR3/3）
2．黄褐色粘質土（10YR5/8）
3．褐灰色粘質土（10YR5/1）

第20図　第７号土坑平面図、土層図（1/50）

1．橙色粘質土（7.5YR4/3）　橙色粘質土（7.5YR6/6）、炭を含む
2．褐色粘質土（7.5YR4/3）　褐色粘質土（7.5YR4/3）、炭を含む
3．橙色粘質土（7.5YR6/6）　炭を含む
4．にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）　炭を少量含む
5．明褐色粘質土（7.5YR5/6）　炭を少量含む
6．にぶい赤褐色粘質土（5YR5/4）炭を少量含む
7．褐色粘質土（10YR4/4）レキ、炭を少量含む
8．褐色粘質土（10YR4/4）　黄褐色土（10YR5/6）、炭を含む
9．明褐色粘質土（7.5YR5/6）　黄褐色土（10YR5/6）、炭を少量含む

第21図　第9号土坑平面図、土層図（1/30）

A - A'

A - A'

1m0

1m0

第 7 号土坑

第 9 号土坑

第 10 号土坑

第 7 号土坑

第 9 号土坑

井戸
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る。土層の第 9 層が示す遺構を
切っているが、半截する際に層
序による差異と捉えており、第 9
層の遺構については不明である。

第９号土坑出土遺物（第22図）

88 は 土 師 器 の 高 杯。 底 径
11.3cm、残高 6.0cm。杯部と脚
部は 79と同様、杯部に脚部を差
して整形する技法で製作された
と考えられる。脚部内面はヘラ
ケズリ、他はマメツ。89〜 95
は須恵器。89〜 92は杯蓋。89
は口径 12.0cm、高さ 4.4cm。
色調は橙色（7.5YR6/6）で硬
質。外面天井部にヘラ記号を施

Y

＝-50098

X＝68988

X＝68992
Y

＝-50100

X＝68990

A’

A

7.5m 7.5m

12

3
5

4第４号土坑

88

10㎝0

第22図　第 9号土坑出土遺物実測図（1/4）

第 24図　第 10号土坑出土遺物実測図（1/4）

第23図　第10号土坑平面図、土層図（1/50）

10㎝0

1．灰褐色粘質土（7.5YR5/2）
2．褐灰色粘質土（7.5YR6/1）
3．灰褐色粘質土（7.5YR6/2）浅黄橙色粘質土（7.5YR8/6）を
ブロック状に含む
4．灰褐色粘質土（7.5YR5/2）とにぶい黄橙色粘質土（10YR7/4）
の混合土
5．にぶい黄色粘質土（2.5YR6/4）と黄橙色粘質土（10YR8/8）
の混合土

91

90

89

94

93

92

95

96

A - A'

97

1m0

第 10 号土坑

第 11 号土坑

第 9 号土坑
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す。90 は 復 元 口 径 12.6cm、
高さ 3.8cm。外面天井部にヘ
ラ記号を施す。91は復元口径
13.4cm、高さ 3.0cm。92 は復
元口径 14.0cm、高さ 2.4cm。
93 〜 95 は杯身。93 は復元口
径 12.4cm、高さ 3.5cm、復元
受け部径 14.4cm。94は復元口
径 13.6cm、残高 2.7cm、復元受
け部径 16.0cm。95は復元口径
14.2cm、残高 1.3cm、復元受け
部径 15.4cmを測る。

第10号土坑（第 23図）

調査地の北西で検出。南北約
3.8m、東西 2m 以上を測り、
調査区外へと延びる。深さは約
25cm を測る。第 11 号土坑との
前後関係は不明

第10号土坑出土遺物（第24図）

96、97は須恵器の杯蓋。96
は口径 12.6cm、口径 5.2cm。色
調は明赤褐色（5YR5/8）で硬質。
97は口径 12.4cm、高さ 4.1cm。
色調は灰白色（N8/0）で軟質で
ある。

第11号土坑（第 25図）

調査地の北西で検出。南北
2.2m、東西 1.4m 以上を測り、
調査区外へ延びる。深さは約
25cm。第 10 号土坑と前後関係
は不明。出土遺物はない。

拡張トレンチ

第 1 号溝状遺構の規模を確認
するために、調査したトレンチで

Y

＝-50102

X＝68992

X＝68994

A’

A

Y

＝-50100
7.5m7.5m

1
2
34

5 6

7
8

9

第26図　トレンチ5出土遺物（1/4）

1．にぶい赤褐色粘質土（5YR5/3）
2．灰褐色粘質土（7.5YR6/2）炭を含む
3．にぶい褐色粘質土（7.5YR6/3）
4．にぶい褐色粘質土（7.5YR6/3）
5．褐灰色粘質土（7.5YR3/1）

6．にぶい黄橙色粘質土（10YR7/4）
7．にぶい褐色粘質土（7.5YR6/3）
8． 灰 褐 色 粘 質 土（7.5YR6/2）に橙 色 土

（7.5YR6/8）
9．明黄褐色粘質土（10YR7/6）ににぶい黄
橙色粘質土（10YR6/3）をブロック状に含む

第25図　第 11号土坑平面図、土層図（1/50）

A - A'
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1m0
第 10 号土坑

第 11 号土坑
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1 ．耕作土　灰黄褐色土（2.5Y7/2）
2 ．床土　明黄褐色土（2.5Y7/6）
3 ．灰色粘質土（N6/0）
4 ．灰褐色粘質土（5YR6/2）
5 ．褐灰色粘質土（10YR5/1）と黄褐色粘質土（10YR5/8）の混合

土
6 ．灰黄褐色粘質土（10YR5/2）に黄褐色土（2.5Y5/6）が粒状に混

じる
7 ．暗灰黄色粘質土（2.5Y5/2）炭化物多く含む
8 ．灰黄褐色粘質土（10YR4/2）に黄褐色粘質土（2.5Y5/6）、炭化

物を少量含む　
9 ．灰褐色粘質土（7.5YR5/2）に黄褐色土（10YR5/6）が粒状に混

じる
10．灰黄褐色粘質土（10YR4/2）と黄褐色粘質土（10YR5/3）がブロッ
ク状に混じる
11．灰黄褐色粘質土（7.5YR5/2）に黒褐色粘質土（7.5YR3/2）が混
じる
12．にぶい黄褐色粘質土（10YR5/4）に褐色粘質土（7.5YR4/4）が
混じる
13．灰黄褐色粘質土（10YR4/2）と黄褐色粘質土（10YR5/3）の混
合土
14．黄褐色粘質土（10YR5/6）と黄褐色粘質土（2.5Y5/3）の混合土 

15．黄褐色粘質土（10YR5/6）ににぶい黄褐色粘質土（7.5YR4/2）
と灰褐色粘質土（7.5YR4/2）が混じる
16．明黄褐色粘質土（10YR6/6）とにぶい黄色粘質土（2.5Y6/3）が
混じる
17．褐色粘質土（10YR4/4）と暗灰黄色粘質土（10YR6/8）の混合土
18．灰黄褐色粘質土（10YR4/2）炭化物が少量混じる
19．褐灰色粘質土（10YR4/1）と明黄褐色粘質土（10YR5/1）が混じる
20．灰黄褐色粘質土（10YR6/6）に褐色土（10YR4/6）が少量混じる
21．明黄褐色粘質土（10YR5/1）に褐灰色粘質土（10YR4/1）が少
量混じる
22．褐色粘質土（10YR5/1）
23．灰黄褐色粘質土（10YR5/2）
24．黒褐色粘質土（10YR3/2）
25．灰黄褐色粘質土（10YR5/2）に褐色粘質土（10YR4/6）が混じる
26．にぶい黄褐色粘質土（10YR4/3）
27．暗灰黄色粘質土（2.5Y4/2）に明黄褐色粘質土（10YR6/8）を少
量含む
28．灰黄色粘質土（2.5T6/2）に明橙色粘質土（10YR7/8）が混じる
29．明黄褐色粘質土（10YR6/6）に褐灰色粘質土（10YR5/1）が少
量混じる
30．灰褐色粘質土（7.5YR4/2）
地山．明黄褐色粘質土（10YR6/8）に黄灰色粘質土が少量混じる

トレンチ5 土層（第 5 図 αーα’）

第27図　トレンチ5北西壁土層図（1/30）

1m0
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ある。

トレンチ1（第５図、図版P37）

トレンチ 1 は調査地の北側に
位置する。調査の結果、削平され
た地山と撹乱を確認したのみで
あった。申請地は水田と利用され
ていた場所であり、北側の道路面
と 1mの高低差がある。水田整備
する際に削平されたと考えられる。

トレンチ3・4
（第５図、図版P37、P39）

トレンチ 3・4は第 1号溝状遺
構がトレンチ 1 の方向に延伸し
ないことを確認したため、屈曲し
て延伸することをを想定して、調
査を行った。しかしながら、トレ
ンチ 1 と同様に削平された地山
を確認したのみであった。

トレンチ2（第５図、図版P37）

トレンチ 2は、トレンチ 3・4
で第 1 号溝状遺構の延伸を確認
できなかったため、調査地に隣接
する箇所で調査を行った。その結
果、トレンチ 2 で第 1 号溝状遺
構の終焉を捉え、削平されている
ようではあるが、北東側へは延伸
していないことを確認した。また、
柱穴を確認したため、周囲の拡張
を行い、掘立柱建物を確認するに
至った。

トレンチ5（第 5・27図、
図版 P37〜 P40）

トレンチ 5 は第 1 号溝状遺構
の範囲確認とともに、西側に点在
する土坑の広がりを確認するため
に調査を行った。第1号溝状遺構、
第 4 号土坑の広がりを確認でき
たが、その他の土坑は広がりを確

認できず、新たな土坑が点在する
ことが確認された。

トレンチ5出土遺物（第26図）

98〜 103は須恵器。98、99
は杯蓋。98は口径 12.6cm、高
さ5.0cm。外面は回転ナデ後カキ
メ。つまみはカキメの後につけら
れる。99は復元口径 12.8cm。
残高 3.2cm。100、101は杯身。
100は復元口径 11.6cm、残高
3.2cm、復元受け部径 14.0cm。
101は復元口径 10.0cm、高さ
4.3cm、復元受け部径 12.6cm。
102は椀。復元口径 12.0cm、高
さ 6.4cm。回転ナデ後ヘラケズ
リ、体部中央から口縁部にかけ
てカキメ、途中 2条の沈線。103
は壺。復元口径 10.0cm、残高
5.0cm。104は赤焼土器。復元口
径 22.4cm、残高 7.3cm。外面は
口縁部が横ナデ、体部がタタキ。
内面は口縁部が横ナデ、体部が縦
ハケを施す。

おわりに

内橋登り上り遺跡は、第 1 地
点で弥生時代後期の墓域、古墳
時代から奈良時代の集落域、第 2
地点では古墳時代から奈良時代に
かけての廃棄土坑、第 3 地点で
は第 1 地点で検出した集落域の
広がり、第 4 地点では第 2 地点
の廃棄土坑の広がりを確認してい
る。
内橋登り上り遺跡第 5 地点で
は、古墳時代前期から後期を通じ
た遺物が出土する井戸、古墳時代
中期の円筒埴輪が出土する古代の
溝状遺構、馬の歯と思われる動物
依存体が出土する土坑などを検出

した。
井戸は、中・下層から古墳時
代前期後半と考えられる高杯が 2
点（79、80）出土した。79は割
れていたが、脚部が下を向いてお
り、上下を意識して埋納したと考
えられる。80は完形で同じく脚
部が下で出土した。このような出
土状況から、廃絶時に井戸封じの
儀式が行われたことに起因すると
考える。上層では、古墳時代中期
の円筒埴輪片と古墳時代後期の須
恵器が共伴して出土し、井戸を塞
ぐように出土している。これは、
なんらかの意図をもって埋納した
と考えられるが、遺物の時期差に
ついて、その要因を求めることが
できず、不明である。
また第 1 号溝状遺構から、円
筒埴輪（49）1 個体がまとまっ
て出土した。周辺の調査を行った
が、古墳の周溝とはならなかった。
本調査地の北約 300m に、前期
古墳である内橋カラヤ古墳が発見
されている。この周辺で継続する
古墳は発見されておらず、近隣に
古墳時代中期の古墳が築造されて
いた可能性を示唆する発見であっ
たと考える。今後の調査による解
明に期待したい。

文末ではありますが、本遺跡の
調査中、辻田淳一郎氏（九州大学）、
井上義也氏（春日市教育委員会）
にご意見・ご教示等を賜りました
こと記して感謝申し上げます
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3. 図版

調査地全景（南東から）
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調査地全景（北西から）
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円筒埴輪検出状況近景（西から）

第 1号溝完掘状況（北から）

円筒埴輪検出状況遠景（北西から）
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第 2号溝状遺構完掘状況（東から） 第2号溝状遺構土層A-A'（西から）

第 2号溝状遺構土層 B-B'（東から）

第2号溝状遺構土層C-C'（東から） 第 2号溝状遺構土層 E-E'（西から）

第2号溝状遺構土層D-D'（東から）
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カマド状遺構検出状況遠景（南から）

カマド状遺構検出状況（西から）

カマド状遺構土層A-A'（西から）

カマド状遺構土層 B-B'（北から）

カマド状遺構検出状況近景（南から）

カマド状遺構土層（南西から）
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井戸上層土層（北から）

井戸上層遺物出土状況（西から）
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井戸上層遺物除去後（西から）

井戸中層遺物出土状況（東から）

井戸完掘状況（東から）

第 3号土坑土層（東から） 第 3号土坑完掘状況（東から）
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第４号土坑土層（東から）

第４号土坑馬歯検出状況遠景（北東から） 第４号土坑馬歯検出状況近景（北東から）
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第７号土坑土層（西から）

第 9号土坑土層（西から）
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第 9号土坑遺物出土状況（南西から） 第 9号土坑完掘状況（西から）

第10号土坑土層（東から）

第11号土坑床面（北から）第11号土坑土層（東から）
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トレンチ1検出状況（西から） トレンチ1完掘状況（西から）

トレンチ2検出状況（北西から） トレンチ3検出状況（北から）
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トレンチ5調査状況（北西から）
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トレンチ4検出状況（西から） トレンチ5検出状況（北西から）

トレンチ5西壁土層 1/10（北東から）トレンチ5西壁土層 2/10（北東から）

トレンチ5西壁土層 3/10（北東から）トレンチ5西壁土層 4/10（北東から）
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トレンチ5西壁土層 5/10（北東から）トレンチ5西壁土層 6/10（北東から）

トレンチ5西壁土層 7/10（北東から）トレンチ5西壁土層 8/10（北東から）

トレンチ5西壁土層 9/10（北東から）トレンチ5西壁土層10/10（北東から）
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所収遺跡名 所  在   地
コード

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

内橋坪登り上り遺跡
第 5地点

福岡県糟
かすや

屋郡粕
かすや

屋町
大字内

うちはし

橋字登
のぼ り あ が り

り上り 284-
1

403491 280082 33°37′15″ 130°27′36″ 2018.9.6
～

2018.12.14  

約 402㎡ 共同住宅

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

内橋登り上り遺跡
第 5地点

集落 古墳時代
～

奈良時代

掘立柱建物、溝状遺構、井
戸、土坑、カマド状遺構

土師器、須恵器、埴輪、石器 円筒埴輪出土

要
約

内橋登り上り遺跡第 5地点では、掘立柱建物 1棟、溝状遺構 2条、土坑 11基、井戸 1基等を確認した。第 1号溝状遺構や井戸より
5世紀後半の円筒埴輪の出土が見られる。それぞれ 6世紀後半代の遺物と共伴しており、円筒埴輪は後代になって意図的に搬入された
遺物と考えられるが、その要因は不明である。


